
cERLビーム運転中の
真空系の運用について

・今回の運転時に起きた真空悪化

・CW 900uA運転中に主ダンプ部の真空悪化

・オプティクスマッチング中に起きた主空洞上流部の真空悪化

・CW 900uA運転時の主ダンプの真空と次のステップ(10mA)に向けて

・LCSビームラインのBe窓交換

・KOACHによるビームライン上でのクリーン環境生成



2016/3/8 22:09 CW 900uA運転中、主ダンプ部で真空悪化してインターロック作動。
ccg55とccg56の2つが同時にインターロック作動。
データではccg55は1.2E-5Pa、ccg56は2.1E-5Paまで真空悪化。(インターロックは1E-4Paで作動)

2014/9/24に主ダンプ前のセラミックダクトにチャージアップ防止のセラミックガードを取り付けた後の運転では初めて。

CW 900uA運転時の真空棒グラフ

真空インターロック作動時の圧力履歴

セラミックガード取付前と取付後



2016/3/31 17:14 オプティクスマッチング中、主空洞上流部で真空悪化して真空インターロック作動。



CW 900uA運転時のビーム電流と主ダンプ部の真空
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ビーム電流と主ダンプ部真空
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・ccg54は1mAまで2次関数的に圧力上昇している。
・ccg55とccg56は200uA位までは2次関数的、200uA以上
では1次関数的に圧力上昇している。

この仮定では、10mA運転時にccg56の圧力は3E-5Paま

で上昇するため、真空ポンプの増強が必要と考えられ
る。

2016/3/8 18:56～22:09のデータより



LCSビームラインのBe窓交換

2015年5月上旬にLCSビームラインの真空作業を行い、ビームライン上にあるBe窓交換を行った。
これまで放射光ビームライン用の細長い開口のBe窓を使用していたため、イメージングで得られる映像
の範囲が限定されていたが、全面開口のBe窓に交換を行い、視野の広いイメージングが可能になった。

2015年4月3日 2015年6月25日

画像は電子ログより














